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食物栄養学科と國井ゼミの学生で
本学キャラクターである「プラスちゃん」を
外装デザインに採用したナッツを開発しました！

新たなチャレンジであった今回の取り組みは、
皆様と連携することで実現することができました。
メーカー担当者であるハース株式会社白井様をはじめ、
学生・学科・職員を含め本学関係者の皆様のご協力に対して、
この場をお借りして、心より御礼申し上げます。

引き続き､地域社会の皆様と
一緒に､大学・学科の取り組
みを通じた様々な社会貢献
活動を進めていきます♪

｢実践食事学｣は､｢食育リスキリング｣として教育格差を補います｡
これからも体験を通じた｢学びの環境｣を社会実装していきます。

2025年10月25日､第59回桐華祭でお披露目をしました。
かわいいデザインと､ナッツとドライフルーツの組み合わせが
好評でした。

本学から徒歩9分ほどにある就労移行支援
施設｢スワンベーカリー新座店(ヤマトグ
ループ関連団体)｣でも販売中です。
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プラスごはんプロジェクト
～清瀬市旭が丘団地に関する活動報告～

 第一部では、食文化コースの 4年生

による夏を元気に乗り切るための講

座を実施しました。クイズを取り入れ

たり、ペアトークをしていただいたり

と、参加者の皆さまに楽しく学んでい

ただけるよう工夫を凝らしました。 

皆さまが真剣に、そして笑顔で聞いて

くださる姿に、学生達も大きな達成感

を感じておりました。 

 地域とのつながりを大切にすることは、人と人

との交流を深め、地域社会の活性化や住民の方々

の健康増進のためにも重要であると考えます。 

 プラスごはんプロジェクトでは、今後も学生を

主体として、地域での健康づくり活動を促進して

まいります！ 

おわりに 

 健康栄養学科の学生が、「プラスごはんプロジェクト」の一環として、 
8月 22日（金）に清瀬市 旭ヶ丘団地 みんなのサロンを訪問し、高齢者の 
皆さまを対象とした「夏バテ予防講座」を開催しました。 
この講座は、学生が主体となって企画から準備、当日の運営までを行っ

たものです。 

 第二部は、健康運動コースの 2 年生

によるチェアダンスを実施しました。

チェアダンスは室内でイスに座って実

施するので、暑い日でも無理なく運動

ができます。明るいリードとともに軽

快な音楽に合わせて椅子に座ったまま

簡単な運動を実施しました。会場が一

体となって笑い声に包まれ、とても楽

しい時間を過ごすことができました。
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笑顔とみそ汁でつながる！
2025年度 高大連携メンバー

地元食材の調達、生産者の顔が見える安心感、野菜の旬、地球環境にやさしい農業を体験しました。

飯能市飯島ファームさん

畑で土壌や作物の生育を
観察・収穫

みそ汁の具材（オクラ）

新鮮なきゅうり
（品種：とげたろう）

子ども食堂での実践 －みそ汁で広がる地域の輪－

・和光市の「しらりん食堂」と連携し、調理・配膳ボランティアを通じて子ども食堂の現場を体験しました。
・プロジェクトで得た学びを活かしてみそ汁の献立を提案し、子ども食堂で実際に提供することで、地域に貢献しました。

カラフル三色丼
夏野菜のミルクみそ汁
トロピカルパイナップルゼリー

・栄養・手軽さ・おいしさを追求した朝食みそ汁レシピ
31日分考案し、日めくりカレンダーを作成しました。

・完成レシピをもとに写真撮影を行い、塩分濃度や
栄養価を計算した上で、カレンダーに内容を反映しました。

31杯のみそ汁日めくりカレンダー

朝食にちょうどおいしいみそ汁を食べよう運動

・朝食と適塩習慣の定着へ、調理が簡単で栄養価が高く、 地元食材も活用できる「みそ汁」を教材に選定しました。
・みそ汁の味覚や塩分の理解、だし・具材の工夫、調理実習を重ね、健康的なレシピづくりに取り組みました。
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当⽇の遊び・プールスティック 

当⽇の遊び・たこあげ 

当⽇の遊び・⾳楽遊び 

当⽇の遊び・スライム体験 

当⽇の遊び・光る絵の具 

最後に全員で記念撮影📷 

事前準備 
文教大学の宮野周先生と学生約 20 名がプロジェクト前日に
十文字学園女子大学を訪れて造形遊びの環境設定を行いまし
た。慣れない環境の中、子どもの動線や安全への配慮なども
視野に入れ、準備を進めてくれました。

十文字の学生は、幼児音楽論（薮崎伸一郎先生担当）を履
修している学生が音楽遊びを、幼児運動論（鈴木康弘先生
担当）を履修している学生が運動遊びを担当し、当日の子
どもの姿を想像しながら準備を進めました。

思いっきり走って天まで届け！

振り返りの様⼦@⽂教⼤学 

動画の共有 
十文字と文教大の各グループで考えている遊び
を動画で共有し意見交換を行いました。多様な
視点から遊びを捉えることができ，遊びの質を
深めることにつながりました。

楽しすぎて
お家に持って帰りたい！

あれっ
紙コップから大きな声が…
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新座市オレンジピーアール 2025 への参加 
9 月は、世界アルツハイマー月間（認知症月間）！ 

新座市では、“認知症にやさしいまちづくり“を目指し、 

毎年９月に新座市介護保険課主催の普及啓発活動イベント

を行っています。 

富井ゼミでは、2022年度からこのイベントに参加していま

す。「認知症にやさしいまちにいざ展」では、学生が制作した

ポスター（「親子でまなぶ認知症」「認知症に関するクイズ」）

を展示しました。また、「運動×脳トレで学ぶ！認知機能低下

予防の新常識」をテーマとした介護予防講演会では、お楽しみ

企画として、会場の皆さまと一緒に脳トレ運動を実施しました。

講演内容に関連した“二重課題”を取り入れた運動を学生が考

案し、プラスちゃんくらぶのみなさんと一緒にステージへ。 

参加者の方から「楽しかった」「教えてもらった脳トレ体操を続けたい」と好評の声も頂きました！ 

桐華祭(学園祭) での出展“親子でまなぶ認知症”ブース 
2023 年度から始めた“親子でまなぶ認知症”をテーマとした桐華祭

への出展、今年は、認知症に関するクイズをしながらの迷路とポスター

展示を行いました。子どもたちが問題を声に出して読んでくれたり、ど

っちだろうね～と親子で一緒に考えて下さったり。 

子＆大人の親子だけでなく、大人＆大人の親子も「勉強になるね～」

「私もこういうことある！迷う～！」と、学生たちが考案・配置した 

絶妙なクイズに、楽しみながら、認知症について知ってもらえる機会に

なったようです！ 

また、ポスターを作成するにあたって、迷い人の現

状について、新座警察署の担当者の方にヒアリングも

行いました。 

新座市介護保険課、新座警察署のみなさま ありがとうございました！！ 

富井ゼミは、高齢者の地域ケアについて研究しているゼミです 

地域の皆さまに認知症を正しく理解していただくための啓発活動は、ゼミの地域活動演習

の一環として行っています。啓発の重要性を実感できるだけでなく、イベント自体を楽しみ

ながら参加できるため、学生にとって実践的な学びの場となっています。こうした機会・場

をご提供頂ける行政・企業・団体のみなさま、ご連絡お待ちしております！ 

富井ゼミの活動は人間福祉学科のインスタでも紹介しています 

私たちが参加したお楽しみ企画では、想像以上に多くの方が真剣に取り組んでくださり、健康

に関する情報を求めている高齢者の方が想像以上に多いことを実感しました。 

こうしたニーズに応えていくためには、地域での活動の機会をさらに増やすこと、そして大学

としても地域との連携を積極的に進めていくことが重要であると改めて感じました。 
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多様性交流サロン「みんなのひろば☆きらり」
2025 活動報告

2025年度 年間活動

4月 1年の健康
5月 ミニ運動会
6月 スマホ教室
7月 あたご祭り
8月 積み木
9月 スタンプラリー

10月 ☆きらりin桐華祭（十文字）
11月 文化交流会
12月 クリスマス会
1月 もちつき会
2月 バレンタインデコデコ会
3月 ☆きらりオリジナル音楽会

餅つき

子どもでも大人でも使いやす
い大きなトランプで神経衰弱
を行いました。

ジャンボトランプ

棚谷先生ご指導の下、生歌の
あさごん音頭が完成しました。

レコーディング

ポスター展を開催し、川瀨ゼ
ミの学生が作成した作品の中
から、地域の方々の投票で最
優秀作品を選び表彰しました。

ぶら下がったお菓子を手を使わず
どれだけ早くとることができるか
競争しました。好きなお菓子を
狙って真剣勝負しました。

ポスター表彰

パン食い競争

人気の少ない商店会に笑い声
がひびきました。

意外と知らない地域の危険な
場所を地域にお住いの元消防
士さんからクイズ形式でお話
を聴きました。

スタンプラリー

防災ミニ講座
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多くのイベントに
参加したプラ♪

地元を中心に、さまざまなイベントに参加。
ご当地キャラクターといっしょに、地域を盛
り上げます。「プラスちゃ～ん」と声をかけ
てくださる方も多く、イベント参加の励みに
なっています！

ここにいます！

ワークショップを
開催したプラ♪

シリコン製のホイップで、ケーキのマグネット
を作ったり、重曹を加えた絵の具で立体感のあ
るアートパネルを作ったり……。
地域の皆さんに楽しんでもらえるクラフトワー
クショップを開催しています。

これまで開催したワークショップ（一部）

・重曹アート・ホイップデコ・ロゼット作り
・割りばしで作る発射台
・ペーパークロマトグラフィーの実験
・プログラミング など

今後もご期待ください！
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＋（プラス）ママの子育てサロンとは？

十文字学園女子大学幼児教育学科を卒業し、保育経験者であり子育て中のスタッフが、同じ子育て中のマ
マたちと一緒に子育てを楽しむサロンです。スタッフの子ども達も一緒です。豊かなキャンパスの環境を存分
に味わいながら、子どもと一緒に遊ぶ楽しさをたっぷり感じることができるサロンとなっています。

学生スタッフは子どもと一緒に遊ぶことを楽しみながら、自身の感性を
豊かにしていきます。

子どもって面白い！お母さん・お父さんってこんな気持ちになるんだ！
ママでもあり保育者でもあり、先輩でもあるスタッフって素敵！

十文字の森で楽しむ
自然は偉大なる先生

子ども達が遊んだ後には楽しかった痕跡がたくさん

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

「身体表現論」の授業とサロンのコラボ企画

学生が企画・準備した「あそびば」を開催
幼児教育学科の
学生たちが1か月

かけて準備してき
た「あそびば」。地
域の親子と楽しめ
るようにたくさん考
えました。

手作りのおもちゃ
や工夫を凝らした
各コーナーでの遊
びは子どもたちに
大好評！プラスママ子育てサロンスタッフ（教員）

向井美穂・横井紘子・渡邊孝枝・金允貞 ・土屋由
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